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矢

代
幸

雄
 
抄
譯

實

に
彼

が
想

像
力

の
豊
富

な

る
、
其

幻
影

に
導

か
れ
て
、

彼

が
向

ひ
し
幾

枚

の
カ

ン
バ

ス
は
眞

正
ま

が

ひ
も
な

き
『
愛

の
生

活
』
と
な

り
、
此
想
像

、

彫
刻

に
働
け

ば
實

に

一
杯

の
土
、

一
塊

の
石

よ
り

、
迫
る

が
如

き
美

を
作

り
出
す

の
で

あ

る
、

又
其

五
色
陸
離

な
る
景
色
畫
―
―

實

に
此
世

に
は
有

り
得

ぬ
樣

な
風
景

に
て
、
畫

布

は
孔
雀

の
羽
色

、
蛋
白

石

の
出

す
彩

光

に

映
え
渡

る
と
も
云

ふ
可
き

も

の
な

る
が
―
―

其
中

に
は
、
矢
張

り
、

相
變

ら

ぬ
優

し
き
情
、
屈
け

難

き
眞

、
偖

て
は

、
「
美

」を
嘆

賞

し
謳
歌
す

る
氣

高
さ
ま
で

顯
は
れ

て
、
歴
々

指
點

す

可
く
、
此
點

に
於

て
は
畫

家

の
技

彌

最

上
極
高

に
達

し
て
居

る
、
最

傑
作
『
パ
オ

ル

と
フ
ラ

ン
セ

ス
カ
』
て
ふ
素

敵

な
悲
劇

と
同
様
な

の
で

あ
る
。

此
「
パ
オ

ル
と
フ
ラ
ン

セ
ス
カ
」
の
中
で
は
、
情
火
尚

清
え

ね
ど
、
死

の
霧

既

に
半
ば
閉

し
て
、
思
餘

れ

ど
體

の
立

た
ぬ
を
奈
何
せ

ん
、

二
人

の
内

、

嬉

し
き
な
れ
ど

も
疲

れ
果

て
ゝ
は

如
何

と
も
な
ら
ず
、
あ
ゝ

も
し
度

い
、

こ
う
も
し
た

い
と
慾
は

あ
れ

ど
も
今

と

な

つ
て
は

只
昔

の
夢

、
思
出

と
な

る
ば
か
り
、
此
世

の
墳

を
既

に
脱

し

て
、
尚

残

る

二
人

の
胸

の
情

火
は
實

に
現
在

を
離
れ

し
永

劫

に
入
り

し
も

の
な
ら
ず

や
、
此
世

を
置
き

て
、
顯

は
れ

し
意

味
を
ば
無
窮

に
示
す
畫

家

の
想
像

の
力
は

、
如
何

ば
か
り
ぞ
、

此

二
人
が
骸

よ
り
生
命

は
既

に
脱

出
で
ゝ

後

に
残

る
は
、

過
ぎ

し
此
世

の

慾

の
思
出

の
み
、

見
ず

や
、
男

が
青

き
肌
、
女

の
血
走

る
目

に
し
る
き
を
、

『
死
』
は
彼
等

を
包

み

し
、
衣
服

の
皺

、
體

の
疲
る

見

ゆ
れ

ど
、
共

に
伴

ふ
二
人

の
内

は
是
ぎ
り
忘

れ
て
離

れ

て
し
ま
う
氣
は

い
は
な
く
、

二
人
は

只
、

感
情

の
高

に

し

て

ウ

ト
ウ
ト

と
生
死

の
墳

に
徊

ふ
風
で

あ
る
、

呼
ぶ
も
醒

む
可
き
力
も
な

く
、
詮
方

な
き

に
其
儘

に
留

る
風
で
あ

る
、
男

の
顔

に
は
、

不
屈

の
精
神

顯

は
る
ゝ

に
、
其
苦
煩
焦

心
更

に
著

し
く
、
満

面
、
堂

々
た

る
威

風

に
怒

を
含

む
で
居

る
、
さ

れ
ど
さ

す
が
女

子
は
焦
慮

悶

々
、
他

の
表
情
、

凡

そ
其

が
爲

に
呑
ま
れ

て
顔

に
顯

る
ゝ

は
煩
悶

の
苦

爽

と
、
満
た

さ
れ

て
術

飽

か
ぬ
慾

の
影
で

あ
る

、
今
は

此

二
人
相
戀

し
て

居
る
と
も

云

へ
ぬ
、
前

否
を
悔

り

て
も
居
ら

ぬ
、

勿
論

前
途

に
希
望

が
あ

る
で

は
な
く
、
只
在

り
し
昔

を
思
出

し

て
追

懐
し

て
居

る
と

云

へ
る
ば

か

り
だ
、

二
人

は
今

ま
で

の
生
涯

、
既

に
終

つ
て
居

る
が
、
未

だ
死

ん
で

了

つ
た

の
で

は
な

い
の
だ

。

ワ
ッ
ツ

が
有
す

る
著

大
な

る
想
像

力
、
―
―

此

の
繪
で

は
出
で
ゝ

疲
勞

し

き

つ
た

る
感
覺

を
永

遠

に
合

せ
し

め
て
居

る
が
―
―

は
實

に
其
優

秀
な

る

作

全
體

を
通

じ
て
晶

々
た

る
光

輝
と
な
り

、
點

々
た
る
熱
烈

と
な
り

て
、

線

と
云

ふ
線
、
點

と
云
ふ
點

悉

く
活

躍

せ
し
め

て
居
る

、
ガ

ニ
メ
ー

ド

の

可
愛

ら

し

い
頭
と
、
肩

を
畫

い
た
も

の
が
あ

る
が
、
此
畫

は
斯

る
想
像

上

の
畫

の
模
範

に
し

て
も
よ

い
樣
な

も

の
で

、
作

の
精
神

に
、
水
晶
體

を
通

し

て
輝

る
光

の
如
く
、
内

部

の
光
輝
發

し

て
全
物
質

の
光
輝
體

な

る
を
露

ら

は
し
て

し
ま

ふ
、
巻
髪
靡

く
頭

は
無

邪
氣

に
日
光

の
方

に
向

け

ら
れ
て

小
供

の

セ
ッ
カ

チ

に
惜

氣
な
く
、
其
嶺

か
ら
日
を

浴
び

て
居

る
、
白
く
眼

映

き
計

り

の
光

は
胸

よ
り
躍

る
肩
先

へ
か
け

て
降
り

か
ゝ

り
大
き
く
見
張

る
眼

の
中

ま
で
射

し
て
居
る
、
其

眼
は

實

に
純

粋
な

原
始

的
な
笑

ひ
溢

れ

て
胸

は
上
下
、
波
を
打

つ
て
底

に
溢
れ
る

血
ま
で
春

の
温

さ
を
感

じ
て
居

る
ら
し

い
風
情
、
其

か
ら

又
『
希

望
』
と
題

て
る
象
徴
的
な

る
人
物

に
到

つ



軸

て
は
、
含
蓄
―
―

と
云

ふ

て
皆

『
美

』
を
表
す

の
だ
が
―
―
畫

幅

に
漲
り

て
居

る
か
ら

、
觀

者

の
胸

に

一
種

深
き
深
き

感

激

起
り
、
次

て
生
ず

る
想

像

も
其
中

心
は
是
感

激

以
上
に
出
ぬ

か
ら
殆

ど

一
種
人
間
界

を
離

れ

て
し

ま

つ
て
、
非
人
情

な
も

の
と
な

る
、
吾
等
尚

も
見

て
居
る
と
、
此
非

人
情

な
想
像
は

、
遂

に
全
く

、
吾

人
を
醉

は
し
て
、
實
在

以
上

、
ず

つ
と
美
し

い
極
樂

世
界

へ
導

い
て
行

つ
て
し
ま

ふ

の
だ
、
何
故
?

、
想
像

か
何
故
吾

等
を
魅

す

る
か
?
 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

 

 
 

 

 
 

 

實

に
線
と
色

と
を
緯

に
、
畫

伯

ワ

ッ
ツ
が
人

格

を
經

と
し
て
織

出

し
た
チ

ャ

ー
ム
在
り

て
存

す

る
か
ら
で

あ

る
、
（
終
り

）

 

註
、

ロ
セ
ツ
チ
、

十
八
世
紀

、
英
國
畫

家

ラ
フ

ァ
エ

ル
前
派

の
創

設
的

 
 
 
の

一
人
。

 
 

ブ

レ
ー
ク
、

十
八
世
紀
初
期

英
國
畫

家

に
て
詩
人

を
兼

ぬ
。

 
 

モ

ロ
ー

、
十
八
世
紀
佛

國
畫

家

。

 
 

ク

ー
ル

ベ
ー
、

十

八
世
紀
畫

家

、
重

に
肖

像
風
景

を
畫
く
。

 
 

ベ
ラ

ス
ケ

ズ
、
十
七
世
紀

の
ス
ペ
イ

ン
畫
家

、
其

國
に
於

る
未
曾
有

 
 

の
大
家

有
り
と

云
ふ

、
畫

の
意
味

理
想

に
比
較
的

重
き

を
置

か
ず

、

 
 

大

に
眞
を

表
は

さ
ん

こ
と

を
努

め
、
叉
大

に
成

功

せ
り
。

 
 

デ
ゥ
ガ

ー
、

一
八
三

四
、
年

佛

京

に
生

る
、
所
謂
印
象
派
中
錚

々
た

 
 

る
も

の
な
り
。
 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 
 


